
資料１

2025年に向けた対応方針

作成日

医療機関名称 開設者

所在地

一般病床 療養病床 精神病床 結核病床 感染症病床 計

許可病床数 87床 44床 131床

稼働病床数 87床 44床 131床

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟中 計

許可病床数 87床 44床 131床

稼働病床数 60床 44床 104床

診療科目

職員数

救急病院 緩和ケア病棟
地域包括ケア
病棟（病床）

回復期ﾘﾊﾋﾞﾘ
ﾃｰｼｮﾝ病棟

在宅療養支援
病院

在宅療養後方
支援病院

○ ○

告示･輪番 （　　床） （　　床） （　　床）

自院の特徴、得
意分野、特筆す
べき事項等

課題等

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟中 介護施設等 計

44床 87床 131床

今後地域で担う
役割等

病床機能
（2025年予定）

施設や開業医と連携を図り肺炎等の軽症の高齢者を急性期病棟で積極的に受け入れな
がら、高度急性期治療後も継続治療が必要な患者を長期療養病棟で対応することで、地
域のニーズに合う医療機関として運営していきたい。また、訪問診療も行っており同法人
の介護老人保健施設、訪問看護ステーション、地域包括支援センターとも連携して地域
で生活する患者様へ適切な介護、医療を提供して地域の中での役割を果たしていきた
い。

指定・届出等の
状況
（指定を受けてい
るもの、届出をし
ているものに〇）

２０１８年に急性期病棟の一部を休止していたが、徐々に看護職員を増員し２０２１年５月
には休止病床を一部開床し、２０２３年８月に全ての病床を開き131床とした。コロナ禍にお
いても発熱外来の設置だけでなく、コロナ患者の入院も積極的に行ってきた。近隣の医療
機関や介護施設と連携を図り、高齢者を中心とした急性期病棟への入院、継続治療が必
要な患者の療養病棟への入院、地域で生活する患者への訪問診療等複合的な幅広い
対応を行っている。

病床をフルオープンにした事で入院患者数は増えたが、入院の多くは高齢患者であり、
平均在院日数の増加や重症度医療・看護必要度の維持が難しくなってきている為、当院
の患者層に合わせた病棟編成が必要と考える。さらに働き方改革に伴う医師の対応だけ
でなく看護師、介護職の確保は今後の課題となっている。

2025年に向けた方針

医療機関の現状

病床種別

病床機能
（2018年）

内科、循環器内科、外科、消化器外科、整形外科、形成外科、泌尿器科、婦人科、乳腺
外科、血管外科、脳神経内科、麻酔科、血管外科、リハビリテーション科、歯科口腔外科

医師：17.1人　、看護職員:90.7人　、医療技術職:34.3人　、事務職:35.6人

2025年に向けた対応方針の更新について
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病床機能の変更
（増床・減床を含
む）を予定してい
る場合
・具体的内容
・理由
・予定時期等

診療科や、その
他の機能の変
更、見直し等を
予定している場
合
・具体的内容
・理由
・予定時期等
その他・自由記
載欄

項目

病床稼動率

手術室稼働率

紹介率

逆紹介率

主な受入元
（医療機関・施設

名）

主な退院先
（医療機関名・施

設名）

特に力を入れて
いる疾患等

入院不可・対応
不可の疾患等

連携に関する要
望や課題認識等

特に無し

特に無し

他医療機関・介護施設等との連携について

厚木市立病院、東名厚木病院、東海大学病院、厚木市内クリニック、介護施設

厚木市内介護老人保健施設、有料老人ホーム等

46.6%

15.4%

数値目標等

現状（2023年） 目標（2025年）
※病棟ごとに大きく異なる場合は、病棟ごとに

記載

79.7%

・急性期病床８７床、慢性期病床４４床→急性期病床４４床、慢性期病床８７床へ変更
・理由　急性期病床の一部を慢性期病床に縮小変更し病床稼働率、回転率を上げること
で、施施設基準を満たすことが出来て従来どおり救急２次輪番体制の維持が可能にな
る。一方で近隣の急性期医療機関で治療後も継続的な医療的ケアが必要で在宅療養が
困難となる患者の受け入れ相談も多いことから、慢性期病床を増やし地域の中で受入れ
が出来るようにしていく。救急、急性期病床と慢性期病床の２つの機能を有しながら地域
医療に貢献できると考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・２０２４年２月又は３月を予定

特に無し
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